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論 文 内 容 要 旨 
国際的な災害医学教育プログラム開発を目指し、教育ニーズを明らかにするために、フィリピ
ン 45 名、インドネシア 67 名の医療関係者および公衆衛生/医療保健の学生を対象に質問紙によ
る調査を行った。 
まず、防災に関する国際的枠組みについての知識を尋ねる以下の質問を行った。「人間の安全
保障」、「スフィア·プロジェクト」、および「兵庫行動枠組 2005-2015」を知っている/知らないの
択一。両国とも半数以上が「人間の安全保障」を知っていると答えた。「スフィア·プロジェクト」、
および「兵庫行動枠組 2005-2015」を知っているとした回答は 20%以下であった。 
次に、自然災害と災害感染症の発生についてのリスク認知を調べるため、重大であると考える
自然災害と災害後の感染症の自由記述を求めた。重大な災害であると回答されたものは、フィリ
ピンでは、地球物理（31.0％）、水文（33.3％）、気象（24.8％）の順だった。インドネシアでは、
地球物理（63.0％）と水文（25.3％）が回答の 8 割を占めた。EM-DAT の国際災害データベース
に従い自然災害を分類した。フィッシャーの正確確率検定により両国で得られた回答は異なる母
集団由来と結論した（p = 1.1156e -10）。フィリピンでは、レプトスピラ症（27.1％）、デング熱
（18.6％）、下痢（15.3％）、およびコレラ（10.2％）、インドネシアでは、下痢（22.0％）、呼吸
（書式１３） 
器感染症（20.3％）が重要であると回答され、これらは両国で異なった（ピアソンのカイ二乗検
定、 p = 1.469e - 05 ）。以上の結果は、回答者のリスク認知に局所的な災害の発生状況が影響す
る可能性があることを示唆する。 
それぞれの国について、EM-DAT の国際災害データベースにより、上述の災害カテゴリごと
に全自然災害発生数に占める割合で相対的な災害発生率を、自然災害 1 件あたりの死者数により
結果の重大さをそれぞれ定義した。両国ともに 1 件当たりの死者数が最も大きかったのは地球物
理災害で、フィリピンにおいては 237.9 人/件、インドネシアにおいては 1314.5 人/件であった。
地球物理災害の発生件数はフィリピンにおいては 55 件で全自然災害発生数の 10%、インドネシ
アにおいては 165 件で 21%であった。一方、災害リスク認知に関する質問では、フィリピンに
おいて 31%、インドネシアにおいては 63％の回答が地球物理災害を重大であるとした。この結
果は、本調査対象者の回答は地球物理災害などの低頻度大規模災害のリスクを過大評価する傾向
があったことを示す。 
本調査の結果は、人のリスク認知と地域の災害発生状況に応じた災害医学教育プログラム開発
の重要性を示している。 
 

